


敬
老
の
日
の
９
月
19
日
、
体
育
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
第
１
回
中
泊
町
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
１
０
０
歳
到
達
者
１
名

と
88
歳
到
達
夫
婦
４
組
に
県
知
事
顕

彰
が
贈
ら
れ
、
88
歳
長
寿
者
47
名
、

結
婚
60
年
夫
婦
３
組
、
50
年
夫
婦
57

組
、
そ
し
て
健
康
優
良
高
齢
者(

国

保
に
加
入
し
て
、
１
年
以
上
医
療
給

付
を
受
け
て
い
な
い
方)

84
名
に
そ

れ
ぞ
れ
顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

式
典
の
後
に
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、

24
組
が
唄
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
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・
１
０
０
歳
到
達
者

松
島
き
ゆ(

派
立
下)

・
88
歳
到
達
夫
婦

加
藤
嘉
市
郎
・
リ
サ(

向
町
上)

新
岡
忠
一
・
キ
ヨ(

福
浦)

伏
見
竹
五
郎
・
キ
ミ(

薄
市
下)

深
川
一
治
郎
・
キ
ワ(

今
泉
上)
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・
88
歳
長
寿
者

水
野
ハ
ツ
エ(

派
立
上)

濱
舘

健
一(

派
立
上)

相
馬

フ
ヨ(

派
立
上)

川

み
つ(

派
立
中)

小
鹿

ナ
ツ(

派
立
下)

岩
田

せ
つ(

派
立
下)

工
藤
ハ
ツ
ヱ(

向
町
上)

小
山
内
し
さ(

静
和
園)

棟
方

み
つ(

静
和
園)

三
上

す
ゑ(

静
和
園)

神
成

キ
セ(

静
和
園)

小
笠
原
き
ち(

静
和
園)

三
上

ミ
ヨ(

静
和
園)

井
沼

新
一(

向
町
下)

三
上
キ
ヨ
シ(

五
林)

坂
田

福
松(

宮
川)

大
川
ユ
キ
ノ(

大
沢
内)

佐
藤

カ
ヨ(

芦
野)

藤
本
與
次
郎(

田
茂
木)

坂
本

マ
ヨ(

田
茂
木)

鈴
木

タ
ヨ(

長
泥)

工
藤

リ
イ(

下
豊
岡)

新
岡

キ
ヨ(

福
浦)

米
塚

キ
ミ(

福
浦)

松
橋

ト
セ(

福
浦)

木
村

重
成(

竹
田)

片
山

徳
光(

竹
田)

宮
越
重
一
郎(

尾
別)

葛
西

よ
き(

尾
別)

佐
藤
勝
三
郎(

尾
別)

福
士

シ
ナ(

上
高
根)

藤
田

に
ら(

薄
市
上)

伏
見

キ
ミ(

薄
市
下)

深
川

キ
ワ(

今
泉
上)

小
山
内
ち
よ
し(

今
泉
上)

廣
海

一(

今
泉
上)

三
上

ソ
ワ(

今
泉
下)

木
村

り
わ(

若
葉
町)

松
山
き
つ
ゑ(

新
町
１)

長
谷
川
ヤ
ヱ(

新
町
２)

角
田

き
よ(

小
泊
派
立)

田
中

き
せ(

下
前
上)

福
士

り
ね(

下
前
上)

赤
石

多
勝(

下
前
浜)

柏
崎

き
江(

下
前
浜)

工
藤
よ
し
め(

下
前
浜)

濱
野

キ
リ(

下
前
浜)

・
60
年
夫
婦(

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚)

坂
田
福
松
・
ト
メ(

宮
川)

田
中
兼
義
・
春
榮(

大
沢
内)

三
上
光
春
・
ハ
ヨ(

今
泉
下)

・
50
年
夫
婦(

金
婚)

(

57
組)
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・
16
年
間

猪
股
由
三
郎(

今
泉
下)

・
９
年
間

高
松

勝
義(

田
茂
木)

吉
田
與
三
郎(

下
高
根)

・
８
年
間

外
崎

利
蔵(

八
幡)

・
７
年
間

松
島
榮
之
進(

派
立
下)

・
６
年
間

平
山

吉
男(

大
沢
内)

鈴
木

忠
彌(

田
茂
木)

・
５
年
間

(

３
名)

・
４
年
間

(

５
名)

・
３
年
間

(

12
名)

・
２
年
間

(

20
名)

・
１
年
間

(

37
名)
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９
月
18
日
の
大
雨
に
よ
り
、
県
内

各
地
で
住
宅
浸
水
や
土
砂
崩
れ
、
道

路
冠
水
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
18
日
朝
か
ら
断

続
的
に
雨
が
降
り
つ
づ
け
、
小
泊
地

域
の
各
所
で
床
下
浸
水
や
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
、
道
路
が
一
時
通
行
止
め

に
な
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
竜
泊
ラ
イ
ン
で
は
数
箇
所

で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
た
め
、
民

宿
・
青
岩
荘
の
宿
泊
客
と
従
業
員
計

20
人
が
一
時
孤
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、

小
泊
中
学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ
て

い
る
町
道
小
泊
中
学
校
１
号
線
が
幅

３
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
10
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
に
わ
た
っ
て
下
の
崖
に
崩
落
し
、

道
路
が
決
壊
し
た
た
め
車
両
通
行
止

め
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
折
戸
下

前
線
の
路
肩
が
崩
壊
す
る
な
ど
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

20
日
に
は
、
町
関
係
者
や
町
議
会

議
員
が
被
害
箇
所
を
視
察
し
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
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床下浸水 15棟

水道導水管破損 １ヵ所

農地土砂流入等 ５ヵ所

農道法面崩壊 １ヵ所

県管理
河川護岸決壊 ４ヵ所

道路法面等崩落 ３ヵ所

町管理 道路法面等崩壊 ４ヵ所
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９
月
13
日｢

み
ん
な
で
す
す
め
る

交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊｣

が

当
町
を
訪
れ
、
パ
ル
ナ
ス
玄
関
前
で

歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
全
国
交
通
安

全
母
の
会
連
合
会
が
主
催
す
る
も
の

で
、
７
つ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
日
本

列
島
を
く
ま
な
く
回
り
、
各
県
の
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
と
連
携
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
旗
が
引

継
が
れ
た
あ
と
、
古
川
和
枝
中
泊
町

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
会
長
が
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
間
宮
隊
長
よ
り
小

野
町
長
に
内
閣
官
房
長
官
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
達
さ
れ
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
中
里
小
学
校
児
童

に
よ
る
な
に
も
さ
さ
流
し
踊
り
、
中

里
幼
稚
園
児
の
交
通
安
全
鼓
笛
演
奏

で
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
交
通
安
全
教
室
で
は
、

中
里
幼
稚
園
児
は
紙
芝
居
を
読
ん
で

も
ら
い
、
交
通
安
全
母
の
会
会
員
は

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
里
小

学
校
の
児
童
は
白
バ
イ
と
パ
ト
カ
ー

の
乗
車
体
験
を
し
大
喜
び
で
し
た
。
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１
位

中
里
中
学
校(

小
寺
亮
栄
・

伏
見
鴻
・
青
山
恭
逸)

�
�

�
�

	



�

◆
３
年
生

１

位

打
越

奎
也(

中
里
小)

３

位

中
村

博
斗(

中
里
小)

敢
闘
賞

佐
藤

聖
大(

武
田
小)

◆
５
年
生

敢
闘
賞

鈴
木

佑
成(

中
里
小)

◆
６
年
生

敢
闘
賞

岩
田

侑
斗(

中
里
小)

�
�

�
�

	



�

◆
１
年
生

３

位

伏
見

鴻(

中
里
中)

敢
闘
賞

青
山

恭
逸(

中
里
中)

◆
３
年
生

１

位

小
寺

亮
栄(

中
里
中)

�
�

：
９
月
10
日


�

：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
４
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

打
越

奎
也(

中
里
小)

○
４
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

三
上

葵(

武
田
小)

○
５
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

秋
谷

龍
勁(

中
里
小)

○
５
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

松
谷

和
恵(

中
里
小)

○
６
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

今

涼
太(

薄
市
小)

○
６
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

川
島

萌
乃(

武
田
小)

○
４
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

米
塚

萌
美(

武
田
小)

○
５
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

竹
谷

涼(

中
里
小)

○
５
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

成
田

麻
胡(

薄
市
小)

○
６
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

秋
元

優
太(

薄
市
小)

○
６
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

大
川

玲
奈(

中
里
小)

○
４
年
男
子
25
ｍ
背
泳

加
藤

雅
也(

中
里
小)

○
４
年
女
子
25
ｍ
背
泳

米
塚

萌
美(

武
田
小)

○
５
年
男
子
25
ｍ
背
泳

竹
谷

涼(

中
里
小)

○
５
年
女
子
25
ｍ
背
泳

今

美
乃(

中
里
小)

○
６
年
男
子
25
ｍ
背
泳

葛
西

祐
貴(

中
里
小)

○
４
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

米
塚

萌
美(

武
田
小)

○
５
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

竹
谷

涼(

中
里
小)

○
５
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

松
谷

和
恵(
中
里
小)

○
６
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

秋
元

優
太(

薄
市
小)

○
６
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

外
崎

礼
恵(

中
里
小)

○
４
年
男
子
25
ｍ
平
泳

加
藤

雅
也(

中
里
小)

○
４
年
女
子
25
ｍ
平
泳

三
上

葵(

武
田
小)

○
５
年
男
子
25
ｍ
平
泳

加
藤

久
登(

中
里
小)

○
５
年
女
子
25
ｍ
平
泳

今

美
乃(

中
里
小)

○
６
年
男
子
25
ｍ
平
泳

小
鹿

星
稀(

中
里
小)

○
６
年
女
子
25
ｍ
平
泳

川
島

萌
乃(

武
田
小)

○
４
年
女
子
50
ｍ
平
泳

三
上

葵(

武
田
小)

○
５
年
男
子
50
ｍ
平
泳

加
藤

久
登(

中
里
小)

○
５
年
女
子
50
ｍ
平
泳

成
田

麻
胡(

薄
市
小)

○
６
年
男
子
50
ｍ
平
泳

秋
元

翔
太(

薄
市
小)

○
６
年
女
子
50
ｍ
平
泳

川
島

萌
乃(

武
田
小)

○
男
子
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

薄
市
小
学
校
Ａ(

高
橋
宗
平
、
秋

元
優
太
、
神

省
伍
、
秋
元
翔
太)

○
女
子
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

中
里
小
学
校(

今

美
乃
、
大
川

玲
奈
、
外
崎
礼
恵
、
松
谷
和
恵)

中
泊
町
長
賞

笹
山

実
聖(

小
泊
小
６
年)

中
泊
議
長
賞

三
上
歩
乃
佳(

小
泊
小
３
年)

東
奥
日
報
社
賞

笹
山
椋
太
郎(

小
泊
小
２
年)

地
区
連
合
会
長
賞

成
田

桃
香(

小
泊
小
３
年)

永
坂

海
帆(

下
前
小
４
年)

呉
竹
賞

相
馬

菜
月(

小
泊
小
２
年)

特
選長

谷
川
正
樹(

幼
児)

今

里
紗
子(

小
泊
小
３
年)

宮
下

琢
也(

小
泊
小
６
年)

山
田

夏
帆(

下
前
小
２
年)
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８
月
27
日
に
東
京
・
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
た
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
に
中
里
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
古
川
真
也
君(

中
里
小
６
年)

と
成
田
隆
星
君(

薄

市
小
６
年)

の
２
人
が
出
場
し
、
男
子
80
ｍ
障
害
の
古

川
君
は
決
勝
で
12
秒
51
の
県
小
学
生
新
記
録
で
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。｢

予
選
で
は
緊
張
し
た｣

と
い
う
古

川
君
は
、
準
決
勝
、
決
勝
と
走
る
た
び
に
タ
イ
ム
を
縮

め
今
回
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
男
子
走
り
高
跳
び
の
成
田
君
は
、
予
選
で

１
ｍ
40
を
ク
リ
ア
し
て
決
勝
に
進
ん
だ
も
の
の
、
記
録

が
伸
び
ず
14
位
と
な
り
ま
し
た
。

���
���
���
���
���
���

���
���
			




���
���

���
���

���
���
���
���
���
���
���
���
			

青
森
県
書
道
連
盟
主
催
の
平
成
17
年
第
40
回
誌
上
展

覧
会
で
、
中
里
中
学
校
２
年
生
の
下
山
佳
菜
絵
さ
ん
が

最
高
賞
と
な
る
温
知
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
書
道
を
始
め
た
ば
か
り
と
い
う
下
山
さ
ん

は
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
週
１
回
書
道
教
室
に
通
っ
て

練
習
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
回
の
受
賞
に
、

｢

す
ご
く
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
書
道
を
続

け
て
、
も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い
。｣

と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

���
���

���
���

���
���

中
泊
道
場
所
属
の
打
越
奎
也
君(

中
里
小
３
年)

が

こ
の
夏
、
各
地
の
相
撲
大
会
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。
７

月
10
日
に
三
戸
町
で
行
わ
れ
た
第
24
回
青
森
県
小
学
生

相
撲
大
会
個
人
４
年
生
の
部
で
優
勝
。
さ
ら
に
８
月
20

日
に
秋
田
県
潟
上
市
で
行
わ
れ
た
平
成
17
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
18
回
全
日
本
小
学

生
相
撲
優
勝
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
の
個
人
４
年

生
以
下
の
部
で
準
優
勝
し
、
12
月
11
日
に
東
京
両
国
国

技
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。
３
年
生
な
が
ら
４
年
生
に
も
負
け
な
い
打
越
君
の

目
標
は｢

全
国
制
覇｣

と
の
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。
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小
泊
漁
港
の
用
地
で
県
が
製
作
し
て
い
た
魚
礁
２
基

が
完
成
し
、
小
泊
沖
の
海
底
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
魚
礁

は
鉄
製
で
高
さ
21
メ
ー
ト
ル
、
幅
、
奥
行
き
は
と
も
に

13
メ
ー
ト
ル
と
巨
大
で
あ
り
５
階
建
て
の
ビ
ル
に
相
当
、

３
ヵ
年
計
画
で
５
基
設
置
さ
れ
ウ
ス
メ
バ
ル
資
源
の
増

加
・
安
定
を
図
り
、
資
源
管
理
型
漁
業
・
つ
く
り
育
て

る
漁
業
を
目
指
し
ま
す
。

青
森
県
は
ウ
ス
メ
バ
ル
の
生
産
量
日
本
一
を
誇
っ
て

お
り
、
小
泊
・
下
前
両
漁
協
の
漁
獲
量
は
２
５
０
ト
ン

前
後
、
水
揚
金
額
は
４
億
円
程
度
で
推
移
さ
れ
て
い
ま

す
。

���
���
���
���
���
���

���
���
			




���
���
���

���
���

���
���

���
���

���
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９
月
１
日
、
武
田
小
学
校
の
４
年
生
13
人
が
ピ
ュ
ア

近
く
の
体
験
農
園
施
設
で
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

５
月
31
日
に
農
作
業
体
験
と
し
て
種
や
苗
を
植
え
た

あ
と
、
数
回
に
わ
た
っ
て
草
取
り
や
み
ず
や
り
を
し
て

大
事
に
育
て
今
回
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
強
い
日
差
し
の
中
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
を
次
々
と
収
穫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
て

か
た
く
り
粉
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
県
の
食
の
文

化
伝
承
隊
の
田
中
ア
キ
エ
さ
ん(

二
タ
見)

の
指
導
を

受
け
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
す
り
お
ろ
し
た
り
、
搾
っ
た
り

し
ま
し
た
。

昼
食
は
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

だ
ん
ご
汁
で
、
児
童
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
た
い
ら
げ

て
い
ま
し
た
。

���
���

���
���

���
���

���
���

			

９
月
１
日
、
小
泊
・
下
前
両
漁
協
が
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚

約
４
万
５
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
は
青
森
県
の
魚
に
指
定
さ
れ
漁
獲
量
が
平
成

５
年
度
か
ら
８
年
間
、
日
本
一
と
な
っ
て
お
り
小
泊
・

下
前
両
漁
協
の
５
ヵ
年
の
平
均
漁
獲
量
は
約
５
ト
ン
、

水
揚
金
額
は
約
７
５
０
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
魚
礁
の
設
置
や
漁
業
者
自
ら
に
よ
る
全
長

35
㎝
未
満
の
小
さ
な
も
の
は
と
ら
な
い
と
い
う
、
資
源

管
理
型
漁
業
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
な
ど
を
し
て
お
り
、

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
が
無
事
に
成
長
し
漁
獲
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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８
月
23
、
24
日
に
静
岡
県
富
士
宮
市
で
行
わ
れ
た
、

平
成
17
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
35
回
全
国
中
学

校
相
撲
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
中
泊
道
場
の
小
寺
亮

栄
君(

中
里
中
３
年)

が
個
人
戦
で
ベ
ス
ト
８
と
な
り

ま
し
た
。

予
選
か
ら
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
小
寺
君
で
し
た
が
、

準
々
決
勝
で
惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た
。
８
月
28
日
に
徳

田
校
長
と
小
山
内
監
督
と
と
も
に
町
長
に
報
告
に
訪
れ

た
小
寺
君
に
小
野
町
長
は｢

よ
く
頑
張
っ
た
。
全
国
で

ベ
ス
ト
８
は
立
派
だ
。｣

と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

���
���
���
���
���
���
���
���
			

���
���
���
���
���
���
���

���
			

���

９
月
17
日
、
富
野
猿
賀
神
社
例
大
祭
に
あ
わ
せ
て
恒

例
の
奉
納
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
約
40

人
が
団
体
戦
、
個
人
戦
を
戦
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

団
体
戦
は
中
里
小
学
校
が
優
勝
。
個
人
戦
の
各
優
勝
者

に
は
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
は

次
の
と
お
り
。

�
�

�
�

中
里
小
学
校(

打
越
奎
也
、
鈴
木
佑
成
、
岩
田
侑
斗)

�
�

�
�

１
年
生

田
中
太
正(

武
田
小)

２
年
生

高
松
大
成(

武
田
小)

３
年
生

打
越
奎
也(

中
里
小)

４
年
生

米
塚

兄(

武
田
小)

５
年
生

鈴
木
佑
成(

中
里
小)

６
年
生

鈴
木
広
大(

武
田
小)

���
���
���
���
���
���

���
���
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県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
の
会
員
か
ら
な
る｢

あ

す
な
ろ
友
の
会｣

西
北
五
・
津
軽
両
支
部
の
会
員
１
４
０

人
が
９
月
５
日
、
岩
木
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

交
流
会
を
開
き
、
当
町
か
ら
も
多
く
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
昨
年
の
滝
ノ
沢
ふ
る
さ
と
砂
防
ア
イ
ラ
ン
ド

で
の
交
流
会
に
続
い
て
２
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
散
策
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
汗
を
か
き
、
昼
食
や｢

嶽
キ
ミ｣

に
舌
鼓
を
う
ち
、

さ
ら
に
は
温
泉
に
つ
か
っ
た
り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。｢

あ
す
な
ろ
友
の
会｣

で
は
入
会
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

連
絡
先

中
泊
町
大
字
中
里
字
亀
山
１
０
３

鈴
木
喜
代

℡

57－

３
８
５
７



平
成
17
年
10
月
17
日(

月)

〜
23

日(

日)

ま
で
の
一
週
間
、
県
内
い
っ

せ
い
に『

あ
な
た
で
す

火
の
あ
る

く
ら
し
の

見
は
り
役』

を
統
一
標

語
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

中
里
消
防
署
で
は
17
日
に
、
防
火

パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
に
な

る
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
火
災
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
考
え
て
も
ら
い
少
し
で
も
安
全

で
住
み
良
い
町
に
な
る
よ
う
に
火
災

予
防
運
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、｢

住
宅
防
火

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト｣

を
紹

介
し
ま
す
。

※
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

�
�

�
�

�
�

�

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

�
�

�
�

	



�

･

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
為
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
為
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
近
隣
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

以
上
が
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
の
事
を

ふ
ま
え
て
、
火
災
予
防
期
間
中
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
生
活
に
も
役
立
て

て
下
さ
い
。

９
月
５
日
に
中
里
小
学
校
の
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
誘
導
訓

練
で
は
、
先
生
方
の
指
示
に
従
い
整

然
と
迅
速
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
消
火
訓
練
で
は
実
際
に
消

火
器
を
使
っ
て
、
火
を
消
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
職
員
に
よ
る
放
水
演
習

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
山
の
遭
難
事
故
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
遭
難
事
故
が
発
生
し
ま

す
と
、
大
勢
の
人
に
心
配
や
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
入
山
す
る
場

合
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

・
天
気
予
報
を
よ
く
確
か
め
る
。

・
着
替
え
、
簡
易
雨
衣
、
マ
ッ
チ

ラ
イ
タ
ー
、
食
料
な
ど
を
多
め
に

持
つ
。

・
家
族
な
ど
に
、
山
の
コ
ー
ス
、
帰

宅
時
間
、
同
行
者
な
ど
を
教
え
て

お
く
。

・
地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に
は
入
ら

な
い
。

・
天
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な
時
は
早

め
に
下
山
す
る
。

・
道
に
迷
っ
た
ら
無
理
に
歩
き
ま
わ

ら
な
い
。

・
も
し
、
家
族
や
友
達
が
帰
宅
予
定

時
刻
を
過
ぎ
て
も
帰
ら
な
い
時
は
、

警
察
か
消
防
署
に
連
絡
す
る
。

中
里
消
防
署
の
電
話
番
号
が
、
平

成
17
年
９
月
22
日
よ
り
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
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変更内容

変更前(旧番号)
変更後(新番号)

(旧津軽北部本部) 57－2744
廃 止

変更前(旧番号)
変更後(新番号)

(旧津軽北部FAX) 57－4153
(中里消防署FAX) 57－4153

変更前(旧番号)
変更後(新番号)

(中里消防署) 57－2370
(中里消防署) 57－2370

変更前(旧番号)
変更後(新番号)

(中里消防署FAX) 57－5139
廃 止

���������

�
�
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①
毎
日
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
い
る

②
た
く
さ
ん
寝
て
、
元
気
な
と
こ
ろ

①
毎
日
歯
み
が
き
を
す
る

②
元
気
な
と
こ
ろ

①
歯
み
が
き
を
毎
日
し
て
い
る

②
弟
と
け
ん
か
は
す
る
け
れ
ど
、
よ

く
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
る
、
い
い

お
兄
ち
ゃ
ん
で
す

①
一
日
３
回
の
歯
み
が
き
と
仕
上
げ

磨
き
。
ジ
ュ
ー
ス
、
甘
い
も
の
は

ひ
か
え
め
に

②
い
つ
も
元
気
は
つ
ら
つ
�

①
フ
ッ
素
剤
で
仕
上
げ
み
が
き
を
毎

日
し
て
い
る

②
明
る
く
元
気
な
と
こ
ろ

①
毎
日
仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
い
ま
す

②
元
気
い
っ
ぱ
い
な
と
こ
ろ

①
甘
い
お
菓
子
を
食
べ
さ
せ
て
い
ま

せ
ん

②
誰
に
で
も
挨
拶
が
で
き
る
と
こ
ろ

青
森
県
で
は
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
に
、
個
人
の
生
活
習
慣
の

改
善
目
標
を
定
め
、
主
体
的
に
実
施

す
る
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
�

�

：
健
康
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
方

�
�

�
�

�

：
平
成
17
年
10
月
〜

�
�
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・
県
庁
保
健
衛
生
課

(

�
０
１
７
―

７
３
４
―

９
２
８
３)

・
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

・
小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

�� ��������������	�
��� [ 10 ]

�� �
��

�
�

��
����


�	 

��

��
����


� �
��

�
�

��
����


�� �
�

�
��

��
����


	� �
�

�
�

��
�� �


�� �
 �

!
"#

��
����


�$% &
'�

��
����


�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
�


�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�������

10月17日､ 24日
11月７日､ 14日
(毎週月曜日午前中)

��	�
��������������

10月20日 (木)
���	�


10月13日 (木)

���������

10月17日 (月)
��������

10月19日 (水)
★対象､ 受付時間等は中里保健センター事業日程表
をご覧下さい｡
★予防接種：対象以外の方でも受けることができま
すが､ ワクチン準備のため､ １週間前までにお申
し出下さい｡
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11月から､ 高齢者に対するインフルエンザ予防接種 (公費負担制度) が始まります｡
インフルエンザは､ 通常､ 初冬から春先に見られます｡ 普通の風邪に比べて肺炎を併発するなど重症化することが
特徴です｡ 早めに予防接種を受けましょう｡
�� � � ①中泊町に住所を有する65歳以上の者｡ (年齢基準日：平成18年３月31日)

②60歳以上65歳未満の者であって､ 心臓､ じん臓若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全による免疫
の機能に障害を有するものとして厚生労働省令で定める者｡

�����	 1,000円 ・・・接種日に医療機関へ納めてください｡ (生活保護受給者は無料です｡)
�
�� ����������	
������������	� (ただし､ 土曜・日曜日は除きます｡)
�
���

①中里保健センターへ申込が必要な医療機関 ②直接､ 医療機関へ申し込んでください

������������������ !"#�$%&'()*+,-./0123��4

56�%7'
�8

中里保健センター � 57－3044 小泊保健センター � 64－3748

��������	�
���������

医療機関 受付時間 実 施 日

井沼診療所 ８時30分～17時30分 11月13日日�
12月11日日�

武田診療所 ８時30分～11時30分 11月１日～12月16日
※土・日・祝祭日を除く

中里クリニック ８時30分～12時00分 11月５・12・19日土�
11月23日水�

井沼 洋クリニック 14時00分～16時30分 11月５・19日 土�
12月３日土�

医療機関 受付時間 実施日

内潟診療所 �58－3717 ８時30分～11時30分
11月１日～12月16日
※土・日・祝祭日を除く

小泊診療所 �64－2117 ８時30分～16時30分
11月１日～12月16日
※土・日・祝祭日を除く

公立金木病院 �53－3111
予防接種申込先：医事課 (内線125番)
日時については､申込時におたずね下さい｡
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11月８日 (火)
午後１時30分～３時
場所：小泊保健センター

�
������	
10月25日 (火)
午後１時30分～３時
場所：すくすくしたまえ館

�������
10月27日 (木)
対象：初回：平成16年６月～平成17年５月生

追 加：平成15年６月～平成16年５月生
受 付：午後３時～３時20分

�����
10月19日 (水)
対 象：平成16年10月～平成17年７月生
受付時間：12時～12時30分

�������������
11月16日 (水)
対 象：平成16年３月～５月生､ 平成14年

４月～６月生
受付時間：12時～12時30分
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青森県の未来を創るための提案・提言について､ 知
事と県民の方が直接意見交換をする ｢知事とのわいわ
いミーティング｣ を中泊町で開催します｡
当日は､ 各分野で活躍されている中泊町にお住まい
の方と知事が意見交換します｡
視聴希望の方は事前にお申込みください｡
�� ��

平成17年10月31日 (月) 午前10：00～12：00
�� ��

中泊町総合文化センター ｢パルナス｣ ホール
���	
��	�

青森県知事 三村申吾
中泊町にお住まいの方 ８名
������

氏名､ 住所､ 電話番号､ 車いすの使用・手話通訳・
託児の希望の有無を明記して､ FAXまたは電子メール
でお申込みください｡
������

10月24日 (月) 必着
�� � ��

〒030-8570 青森市長島1－1－1
青森県政策調整課広報広聴グループ
FAX番号 017－734－8031
メールアドレス koho@ags.pref.aomori.jp

�������

青森県政策調整課広報広聴グループ
TEL 017－734－9138

����������	
��

��������	


公立金木病院では､ 次のとおり看護師及び准看護師
(臨時職員) を募集しています｡
������ ５人
���� �

・看護師・准看護師免許を有する概ね40歳以下の方
・夜間勤務の可能な方
�! "�

賃金月額
看護師 230,000円より
准看護師 158,000円より

�# $ %�

・雇用保険６ヵ月 (以降の更新可能)
・各種保険 労働・社会保険適用
�&'()�

随時 (休日を除く８：30～16：30)
※ ｢提出書類等｣ 詳細は管理課庶務係までお問い合せ
ください｡ TEL 53－3111 (内線128)

�����

�����������	
��

平成17年10月から公立金木病院眼科の診療日が月曜
日と金曜日になります｡ 詳しくはお問い合せください｡
公立金木病院 TEL 53－3111

�����

��������	
��

道路交通センサスは､ 道路の交通量や車の利用実態
などを調査するもので､ これからのまちづくり・みち
づくりに役立てる大切な調査です｡
道路交通センサスの中には､ 車の利用実態を調査す
る�*+,-./01�があります｡ この調査は､ 不
作為に抽出された対象者 (一般家庭や事業所など) を
調査員が訪問し､ アンケート方式で車の利用状況など
について答えて頂く調査です｡
調査実施機関が発行する身分証明書を携帯した調査
員が訪問した際は､ 調査趣旨をご理解のうえ､ ご協力
をお願いします｡
詳しく知りたい方は
http://www.thr.mlit.go.jp/road/census/
をご覧下さい｡
�01�(�９月～11月
�012345�

国土交通省東北地方整備局道路部道路計画第二課
青森県道路課
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青森県立金木高等学校小泊分校では､ 生涯学習及び地域に開かれた学校の趣旨をふまえ､ 中泊町教育委員
会の協力のもと公開講座を実施します｡
多数受講くださいますようご案内いたします｡

�����

����	


・平成17年10月18日 (火) までに､中泊町教育委員会小泊事務所 (担当：秋元・64－2679) へお申込ください｡
(氏名・年齢・町内名・電話番号)
・内容等のお問い合せは小泊分校 (担当：釜澤・64－2221) まで｡
なお､ 開講式は10月21日 (金) 19：00から小泊分校図書室で行います｡

��������	
�� ��������

講 座 名
・実 施 期 間
・時 間
・講 師

・実 施 曜 日
・場 所
・定 員

内 容

百人一首講座
・10月24日～12月12日
・PM６:00～２時間程度
・野呂 和雄

・月曜日 (６回)
・図 書 室
・定 員 10 名

百人一首の歌を覚え､ カルタ競技を楽しむ

表計算講座
・10月24日～12月12日
・PM７:00～２時間程度
・中野 主崇

・月曜日 (６回)
・パ ソ コ ン 室
・定 員 ６ 名

Excelによる簡単な表計算その他
ノートパソコン持参可

文書作成講座
・10月25日～12月13日
・PM７:00～２時間程度
・山崎 弘揮

・火曜日 (６回)
・パ ソ コ ン 室
・定 員 ６ 名

パソコン (Word・一太郎) による文書作成等
その他 ノートパソコン持参可

漢字検定講座
・10月26日～１月25日
・PM６:00～２時間程度
・須郷 光夫

・水曜日 (８回)
・図 書 室
・定 員 15 名

テキスト代は無料ですが､ 検定料が必要です｡
検定料 ８級 1,500円 ７級～準２級 2,000円

２級 4,000円

調理講座
・10月26日～12月14日
・PM７:00～２時間程度
・岩田 隆子

・水曜日 (６回)
・調 理 室
・定 員 ５ 名

小麦粉を使った料理 (パン､ パスタ､ 包子､
手打ちうどん､ ケーキ､ ニョッキ等)
材料費 3,000円

特設行政相談所を次のとおり開設します｡ 毎日の生活のなかで､ 行政に関する苦情・要望はありませんか？
○窓口に行って苦情や要望は言いにくい
○どこに相談したらよいか分からない
というような時は､ 身近な行政相談員が直接苦情を聞き､ 公平・中立な立場で解決する手助けをしてくれま
す｡ どうぞご利用ください｡
�� � 10月17日 (月) 午前９時から午後２時まで �� �� 武田公民館
�� � 10月20日 (木) 午前９時から午後２時まで �� �� 中央公民館

�������

��������

中泊町役場町民課 TEL 57－2111 (内線34)

��������

� ������

� 	�
�������

� ���������

� �������

� 	�� �!"�����

� ��#������
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地域の読書関係者が一堂に会し､ 読書に関する知識・理解を深めるとともに､ 相互の連携・協力を図りなが
ら地域における読書活動の推進を図るために､ ｢平成17年度西北五つがる読書推進研修会｣ が開催されます｡
�� �� 平成17年10月30日日�９：45～ (受付９：15～)
�� �� つがる市生涯学習交流センター ｢松の館｣
�� �� 絵本の読み聞かせや物語の朗読､ 語りなど読書に関心を持つ方
�	
��～子どもの心に響く語り､ 子どもの心に残る読み聞かせ～
���� 無料
������】

����� 研修会 (午前の部) への参加を希望される方は､ TEL・FAX・郵送にてお申込みください｡
����� 中泊町立図書館 (担当：田中)

〒037-0305 中泊町大字中里字紅葉坂210 TEL 69－1111 FAX 69－1115

��������	
�����������������

【午前の部】 ｢平成17年度 西北五つがる読書推進研修会｣ (※事前の申込が必要です)

9：15～9：45 受 付

9：45～9：55 開会行事

10：00～11：00 講演・実演 ｢和の昔コ～つがるの昔話あれこれ～｣

11：10～12：00

実 演 ｢読み聞かせ活動者実践発表｣
実践発表 ○だんぶりの会 (深浦町)

○おはなし広場 (板柳町)
○NPO法人子どもネットワークすてっぷ (五所川原市)

【午後の部】 ｢つがる市 読書まつり｣ (※事前の申込は不要です)

13：00～16：00
つがる市内各読書サークルのみなさんによる

読み聞かせ実演・絵本づくり・なぞなぞ・資料展示など

保険料を納めないでおくと､ 老齢基礎年金を受け
られなくなったり年金額が少なくなったりしますし､
万が一のケガや病気による障害基礎年金・妻と子を
残して夫が亡くなった時の遺族基礎年金を受けられ
ないことになります｡ これらの年金を受けるために
は毎月の保険料を納めていることが前提となります｡
納付には､ 納め忘れを防げて便利でお得な口座振替
や前納制度もございますし､ もし経済的な理由など
で納付困難な方は免除制度もございますので､ どう
ぞご利用ください｡
国民年金のことをよくご理解いただき､ 豊かな老

後のため､ そして万が一の時のためにも毎月の保険
料を忘れずに納めましょう｡

国民年金の保険料の納付は ｢前納｣ がお得です｡
前納制度では､ 保険料を一定期間分まとめて前納す
るので､ 割引されてお得ですし納め忘れが防げて安
心です｡
10月から翌年３月までの６ヵ月前納の場合､ 毎月

納める場合と比べて660円お得になります｡
10月から翌年３月までの６ヵ月前納は､ ４月に納

付された国民年金保険料納付案内書についている前

納用の納付書で10月末までに納めていただくことに
なります｡ なお､ お手元に納付案内書がない方､ ６
ヵ月分以外での前納を希望する方は､ お近くの社会
保険事務所へお問い合せください｡

老齢基礎年金の支給開始年齢は65歳ですが､ 60歳
から65歳未満の希望するときからでも繰り上げて受
給することができます｡
ただし､ 繰り上げ支給だと､ 65歳になっても年金

額は元に戻らず生涯減額された年金を受け取ること
になります｡ また繰り上げ支給を受け始めてからは､
65歳前に特別に支給される老齢基礎年金が支給停止
されたり､ 病気やケガで障害者になった時の障害基
礎年金､ 万が一に夫が亡くなった時の寡婦年金が受
けられなくなってしまったりします｡
一度繰り上げ請求をしてしまうとその後は取り消

すことができなくなりますので､ 以上のことを踏ま
え､ 繰り上げ請求をするかどうかは慎重にお考えに
なってください｡
老齢基礎年金の繰り上げ請求について､ 詳しくは

お近くの社会保険事務所にお問い合せください｡

弘前社会保険事務所 0172－27－1303､ 1309

� � � �  � � � � � �

��������	
�������

��������� !"#$%&

!"#$���%&'()*+,-.
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◎10月
�� ��平成17年10月25日火�

午前10時～11時30分(受付９時20分～)
�� ��

中泊町総合文化センター ｢パルナス｣ 大広間
�� ��

親子リズムあそびパート２
�	 
� �� ��先生
�� 	 �� 無 料
����� 10月20日木�
◎11月
�� ��平成17年11月15日火�

午前10時～11時30分(受付９時20分～)
�� ��

中里地域子育て支援センター (中里保育所内)
�� � ��やさしい環境
�� ��

｢元気王国物語｣ のエプロンシアターをします｡
｢体の中のお時計さん｣

�	 
�中里保健センター保健師
�����11月９日水�
� � ��10月､ 11月ともに
中里地域子育て支援センター TEL 57－4157

��������	
��

��������	
���

青森職業能力開発短期大学校では､ 平成17年12月生
の募集を次の要領にて行います｡
����� 10月12日水� ～11月９日水�
������

４ヵ月訓練 (25名)
・情報リテラシー科＋Webエンジニア科
�� � � 雇用保険受給者
� � � 公共職業安定所
��  � 11月16日水�
�!"#$ 面接と書類
※詳しくは公共職業安定所､ または青森職業能力開発
短期大学校学務援助課までお問い合せください｡

TEL 37－3201

�������������

��������	
�

� � � � �

�% & ' ( )�

�*'+,-.( /�

01(�2 34563�7

81(9:;<=>?@AB�(CDD(EFG

�HIJK333 �LMNOMI

平成18年に使用する農業用軽油引取税免税証の交付
申請を次のとおり受付します｡
�� ��

平成17年11月10日木� 午前９時から午後３時
�� ��

五所川原市栄町10
青森県五所川原合同庁舎 １階相談室
※申請用紙は県税事務所､ 各農業協同組合及び石油製
品の販売店にあります｡
※農協､ 販売店に申請書の提出を依頼される方は､ 申
請書の受付日の前に農協､ 販売店に提出してくださ
い｡
�>P?@�

五所川原県税事務所 課税課
TEL 34－2111 (内線207,208)

����� !"#$!%

��������	�
����

最近では､ ほとんどのお宅に漏電ブレーカーが取り
付けられております｡ これは､ 屋内配線や洗濯機など
の電気器具が万一漏電したときに､ 電気を自動的に止
めて感電や電気火災などの災害を防止する大切な役目
を果たします｡
毎月１回はテストボタンを押して漏電ブレーカーが
実際に動作するかどうか確かめてください｡
単３方式で受電のお客様には､ 中性線欠相保護付ブ
レーカーの取り付けをおすすめします｡
※コンピューター内蔵機器やテレビ､ ビデオなどは､
データが消える場合がありますので､ ご使用中の機器
を確認のうえ､ テストしましょう｡

&'()*+,- .!/0()+1

���������	
����

��������	
�

������

��������

��������� !"�#$� %&'

QRST

○愛するということ 小池真理子 (幻冬舎)
○恋バナ 赤・青 Yoshi (スターツ出版)
○あなたのそばで 野中柊 (文藝春秋)
○津軽隠密秘帖 獏不次男 (河出書房新社)
○かたみ歌 朱川湊人 (新潮社)

()�����*+,-./

��������

���������������
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古
川

陽は
る

翔と

(

男
・
明
彦)

五

林

小
鹿

竣し
ゅ
ん

平ぺ
い(

男
・
敏)

向
町
下

神

雛ひ
な

妃き

(

女
・
悠
貴)

宮
野
沢

古
川

統と
う

喜き

(

男
・
雅
英)

宮
野
沢

今
本

皓こ
う

也や

(

男
・
宏
樹)

今
泉
下

成
田

優ゆ

羽う

(

女
・
拓
正)

薄
市
下

木
村
隆
り
ゅ
う
之の

介す
け(

男
・
友
和)

向
町
下

鎌
田

朝あ
さ

陽ひ

(

男
・
暢
尚)

派
立
上

佐
々
木
篤あ
つ

貴き

(

男
・
寿
和)

花
丘
町

阿
部

優ゆ
う

華か

(

女
・
健
二)

温
泉
町

佐
々
木
千ち

夏な
つ(

女
・
健
一)

小
泊
派
立

葛

西

匠(

尾
別)

長

利

舞

子(

下
豊
岡)

爲

永

義

幸(

東
京
都)

横

山

由

賀(

向
町
上)

佐

野

央

佳(

田
茂
木)

宮

本

加
代
子(

鶴
田
町)

高

山

孝

基(

若
葉
町)

石

�

道

代(

川
崎
市)

鈴

木

定

雄
94(

田
茂
木)

木

元

柾
五
郎
85(

田
茂
木)

小

野

き
よ
み
70(

上
高
根)

長
谷
川

郁

雄
43(

豊
島)

佐
々
木

清

造
57(

下
高
根)

小
山
内

キ

ヨ
87(

今
泉
上)

佐

藤

敦
47(

芦
野)

鈴

木

鶴

枝
58(

若
宮)

古

川

は
つ
ゑ
82(

派
立
中)

青

山

己
之
作
76(

今
泉
下)

工

藤

一

雄
58(

派
立
下)

木

村

成

晃
83(

深
郷
田
下)

前

田

キ

ヨ
88(

大
沢
内)

葛

西

孝

行
55(

尾
別)

角

田

チ

ヤ
77(

下
前
上)

和

田

貞

子
61(

入
舟)

山

中

良

子
69(

小
泊
派
立)
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(

８
月
届
出
分)
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８月末現在(前月比)

人 口 15,036人(－17)

男 7,164人(－７)

女 7,872人(－10)

世帯数 5,143戸(＋３)

出生 11 ／ 死亡 20

転入 23 ／ 転出 31
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�������習字､ 絵画､ 写真､ 盆栽､ 文化刺繍､ ちぎり絵､ 押し花､ 切り絵､ 凧絵､
手工芸など｡

※ 皆さんが日頃取り組んでいる作品を多数ご出品ください｡
��	
��

※ 旧小泊村で開催していた 『いきいき健康フェスティバル』 に代えて町民祭として行
います｡

開催期間 ： 10月29日土�､ 30日日�の２日間
会 場 ： 日本海漁火センター・すくすくこどまり館
������	��������	��� �� !"�#$%

��&
��

開催期間 ： 11月３日木�から５日土�までの３日間
会 場 ： 総合文化センター・中央公民館・体育センター・保健センター・福祉セン

ターほか
�'�����	��()*+ �,#!"- .%
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